
経営と
健
康

	「
侵
略
は
い
け
な
い
」

　

岩
倉
具
視
、
大
久
保
は
、「
富
国
強
兵
、

内
政
優
先
」	

を
断
固
と
し
て
主
張
し
、
西
郷

の
征
韓
論
に
反
対
。

　

征
韓
論
に
敗
れ
た
西
郷
は
、
憤
然
と
し
て

辞
表
提
出
。
征
韓
派
の
副
島
種
臣
、
江
藤
新

平
、
板
垣
退
助
、
後
藤
象
二
郎
等
参
議
辞
任
。

桐
野
利
秋
、
篠
原
国
幹
、
村
田
新
八
も
鹿
児

島
へ
。
こ
の
間
大
久
保
は
表
へ
出
ず
、
片
付

い
た
あ
と
参
議
に
な
り
、
首
相
に
は
な
ら
な

か
っ
た
が
自
分
の
内
閣
を
作
っ
て
い
る
。

　

兄
弟
同
様
だ
っ
た
西
郷
と
大
久
保
は
、
完

全
に
袂
を
分
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

パ
パ
ン

　

西
郷
を
慕
う
若
者
達
の
た
め
に
、
士
族
と

し
て
最
高
の
永
世
二
千
石
を
寄
付
し
て
私
学

校
を
建
て
日
夜
訓
練
に
励
み
ま
す
。

　

佐
賀
の
乱
、
熊
本
神
風
連
の
乱
、
秋
月
の

乱
、
萩
の
乱
と
旧
士
族
の
反
乱
が
続
き
、
鹿

　

明
治
維
新
は
、
産
業
振
興
に
よ
る
経
済
発

展
。
一
方
、
富
国
強
兵
か
ら
軍
国
主
義
へ
。

経
済
と
戦
勝
で
世
界
の
仲
間
入
り
し
た
の
は

間
違
い
な
い
が
、
近
代
国
家
、
近
代
社
会
と
、

も
て
は
や
さ
れ
る
反
面
、
功
罪
半
ば
と
い
う

見
方
も
さ
れ
て
い
る
。

　

一
年
半
の
西
欧
視
察
か
ら
帰
国
し
た
大
久

保
利
通
は
、
機
械
が
動
き
、
物
を
造
り
出
す

技
術
、
文
明
に
驚
き
、
何
も
か
も
西
洋
式
に

と
。
利
通
の
洋
服
姿
を
見
て
西
郷
は
、「
醜

態
だ
」
と
、
西
洋
か
ぶ
れ
を
心
配
し
ま
す
。

	

「
富
国
強
兵
、
身
分
に
と
ら
わ
れ
ず
農
民
か

ら
も
力
の
あ
る
者
で
、
国
の
軍
隊
を
作
る
べ

し
」	

と
い
う
大
久
保
に
対
し
西
郷
は
、

	

「
武
士
は
ど
う
な
る
。
な
ら
ば
隊
長
は
旧
士

族
に
」

	

「
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
る
時
代
じ
ゃ
な

い
」	

と
い
う
対
立
も
あ
り
ま
し
た
。

　

日
清
戦
争
勝
利
に
よ
っ
て
、
年
間
予
算
の

一
・
五
倍
の
賠
償
金
を
得
て
戦
争
は
儲
か
る
。

更
に
手
柄
を
立
て
れ
ば
華
族
に
な
れ
る
。
こ

れ
は
軽
輩
出
身
者
に
は
魅
力
的
で
し
た
。
こ

れ
は
後
の
こ
と
で
す
が
維
新
の
大
き
な
動
き
。

　

南
洲
翁
遺
訓
に

	
「
万
民
の
上
に
立
つ
者
は
、
己
を
慎
み
品
行

を
正
し
く
、
贅
沢
を
戒
め
節
約
に
努
め
、
人

民
の
標
準
と
な
る
べ
し
。
し
か
し
邸
宅
を
構

え
、
高
い
衣
服
を
着
、
愛
妾
を
抱
え
役
得
か

ら
私
腹
を
肥
や
す
と
は
何
事
、
戊
辰
の
戦
死

者
に
申
し
訳
な
し
」

　

若
い
時
か
ら
貧
し
い
農
民
に
寄
り
添
っ
た

気
持
ち
を
、
偉
く
な
っ
て
も
失
っ
て
い
な
い

西
郷
さ
ん
で
す
。
政
府
高
官
に
な
っ
て
も
普

段
は
筒
袖
、
兵
児
帯
下
駄
ば
き
姿
。
維
新
後

も
農
業
こ
そ
国
家
の
基
礎
で
あ
る
と
説
い

た
。

　

征
韓
論
か
ら
決
裂

	「
旧
士
族
の
た
め
に
征
韓
を
」

児
島
が
呼
応
す
れ
ば
一
大
事
、
鹿
児
島
が
い

つ
反
乱
を
起
こ
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。

　

天
皇
制
国
家
ト
ッ
プ
の
大
久
保
、
木
戸
孝

允
対
西
郷
の
不
和
。
官
僚
派
対
武
闘
派
の
対

立
と
も
言
え
ま
す
。
パ
パ
ン
パ
ン

　

大
久
保
は
、
薩
摩
人
だ
け
に
薩
摩
人
の
心

が
わ
か
り
ま
す
。
明
治
十
年
一
月
三
十
日
、

西
郷
の
行
動
を
調
べ
ん
も
の
と
、

	

「
反
政
府
の
疑
い
あ
り
」
と
、
警
察
官
を
差

し
向
け
私
学
校
の
探
索
。
こ
れ
に
は
生
徒
ら

が
、

	「
西
郷
先
生
、
暗
殺
の
密
使
だ
」

と
激
怒
し
、
政
府
の
火
薬
庫
と
造
船
所
を
占

領
。
西
郷
は
勿
論
、
主
戦
論
の
桐
野
利
秋
ま

で
必
死
に
止
め
る
も
、
も
う
止
ま
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
パ
ン
パ
ン

	

「
遂
に
西
郷
先
生
が
立
た
れ
た
」
と
い
う
噂

が
次
か
ら
次
へ
。

	「
先
生
と
共
に
死
の
う
」

	「
そ
う
だ
先
生
の
た
め
に
死
の
う
」

栄
光
と
悲
劇
の
偉
人
「
西
郷
隆
盛
」

最
終
回

講
談
師　

一
龍
斎
貞
花  
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経営と健康

道
も
外
国
を
視
察
し
て
い
ま
す
。

　

西
郷
の
死
か
ら
二
年
後
、
勝
海
舟
は
、
西

郷
の
死
を
悼
む
記
念
碑
を
ひ
そ
か
に
建
立
。

二
人
の
絆
を
伝
え
る
記
念
碑
が
大
田
区
洗
足

池
の
海
舟
の
墓
近
く
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
の
恩
人
と
し
て
、
東
京
都
が
命
日
に

墓
前
祭
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
海
舟
と
松
平

定
信
（
七
分
積
金
）
の
二
人
だ
け
。

　

西
郷
は
、
大
赦
に
よ
っ
て
逆
賊
の
汚
名
は

外
さ
れ
ま
し
た
が
、
靖
国
神
社
に
は
祀
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

西
郷
墓
地
に
は
、
西
郷
さ
ん
を
尊
敬
す
る

人
た
ち
に
よ
っ
て
毎
日
掃
き
清
め
ら
れ
、
新

し
い
お
花
が
供
え
ら
れ
、
多
く
の
人
が
手
を

合
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
か
つ
て
の
友
で

後
年
袂
を
分
か
っ
た
大
久
保
利
通
の
東
京
青

山
墓
地
の
お
墓
に
お
参
り
す
る
人
は
わ
ず
か

で
す
。

　

日
本
人
に
愛
さ
れ
続
け
る
西
郷
隆
盛
。
こ

れ
を
も
っ
て
読
み
終
わ
り
と
致
し
ま
す
。
パ

パ
ン
パ
ン

西
南
戦
争
勃
発

　

若
者
た
ち
の
血
気
に
遂
に
、
明
治
十
年
二

月
十
五
日
西
郷
は
決
意
し
、
一
万
五
千
の
兵

を
率
い
て
出
陣
、か
く
し
て
西
南
戦
争
勃
発
。

薩
摩
隼
人
を
中
心
に
集
ま
っ
た
生
徒
た
ち
、

雪
を
蹴
立
て
て
大
進
撃
。
パ
パ
ン
パ
ン
パ
ン

　

西
郷
決
起
の
報
に
各
地
か
ら
続
々
と
馳
せ

参
じ
、
熊
本
城
を
取
り
囲
ん
だ
そ
の
数
三
万

に
膨
れ
上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。
パ
ン

　

総
攻
撃
を
か
け
る
も
、
城
を
守
る
谷
干
城

は
頑
強
に
防
戦
。

　

大
久
保
は
、
た
だ
ち
に
救
援
部
隊
編
成
。

総
督
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
、陸
軍
山
県
有
朋
、

海
軍
川
村
純
義
の
も
と
、
野
津
鎮
雄
、
野
津

道
貫
、
高
島
鞆
之
助
、
黒
田
清
隆
、
川
路
利

良
、
大
山
巌
。
有
栖
川
、
山
県
を
除
き
薩
摩

人
。
大
山
は
甥
、
山
県
出
陣
の
あ
と
、
陸
軍

卿
代
理
が
西
郷
従
道
。
熊
本
城
を
守
る
谷
は

土
佐
、参
謀
長
は
か
つ
て
の
同
志
樺
山
三
円
。

守
る
も
攻
め
る
も
師
弟
、
先
輩
、
後
輩
、
そ

し
て
骨
肉
を
越
え
て
の
戦
い
。
パ
パ
ン

　

政
府
軍
は
、
西
郷
軍
の
囲
み
を
破
っ
て
熊

本
城
内
の
将
兵
を
救
お
う
と
し
た
。
こ
れ
を

阻
止
せ
ん
も
の
と
田
原
坂
に
防
衛
線
。
道
幅

約
4
メ
ー
ト
ル
、
一
の
坂
、
二
の
坂
、
三
の

坂
、
一
・
五
キ
ロ
の
曲
が
り
く
ね
っ
た
坂
道
。

大
砲
を
曳
い
て
通
れ
る
の
は
こ
の
道
だ
け
。

こ
こ
を
突
破
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
西
郷

軍
に
と
っ
て
も
こ
こ
を
破
ら
れ
れ
ば
生
死
を

決
す
る
道
と
、
両
軍
に
と
っ
て
戦
略
上
の
重

要
地
点
。

　

三
月
初
旬
か
ら
十
八
昼
夜
に
亘
っ
て
戦
い

を
繰
り
広
げ
、
両
軍
合
わ
せ
て
三
百
五
十
名

余
り
討
ち
死
。

	
〝
雨
は
降
る
降
る
人
馬
は
濡
れ
る
。
越
す
に

越
さ
れ
ぬ
田
原
坂
〟
も
、
三
月
十
七
日
政
府

軍
の
手
に
落
ち
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

熊
本
城
攻
め
五
十
日
、
遂
に
転
進
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　

奄
美
大
島
の
妻
愛
加
那
と
の
間
に
生
ま
れ

た
菊
次
郎
も
参
戦
。
右
足
切
断
の
重
傷
を
負

い
な
が
ら
、後
に
京
都
二
代
目
市
長
に
就
任
。

延
岡
、
宮
崎
、
人
吉
、
都
城
を
経
て
鹿
児
島

へ
と
向
か
っ
た
が
、
帰
る
先
の
鹿
児
島
も
疾と

う
に
政
府
軍
に
占
領
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

征
韓
を
侵
略
と
は
考
え
ず
、
日
本
の
活
路

を
考
え
て
の
西
郷
の
展
望
に
不
備
が
あ
り
、

上
野
の
彰
義
隊
攻
め
に
は
、
大
村
益
次
郎
の

近
代
的
戦
術
に
完
全
に
手
柄
を
奪
わ
れ
、
今

度
は
大
久
保
、
木
戸
等
の
た
め
に
辞
任
し
、

今
ま
さ
に
戦
い
に
も
利
あ
ら
ず
。
西
郷
王
国

鹿
児
島
に
は
、六
万
の
政
府
軍
が
満
ち
あ
ふ
れ
、

西
郷
来
た
れ
と
待
ち
受
け
て
お
り
ま
し
た
。

　

明
治
十
年
九
月
二
十
四
日
、
ダ
ダ
ー
ン
、

弾
丸
が
西
郷
の
腹
と
股
を
貫
き
、
歩
く
こ
と

叶
わ
ず
、

	「
晋
ど
ん
、
こ
こ
ら
で
も
う
よ
か
」

　

天
皇
の
お
わ
す
東
の
方
を
拝
し
、
首
差
し

の
べ
小
刀
を
腹
に
突
き
立
て
る
。
別
府
晋
介

の
大
刀
一
閃
、
首
は
前
へ
と
落
ち
た
。

　

毛
せ
ん
に
包
み
埋
め
た
と
も
、
誰
か
が
持

ち
去
り
行
方
不
明
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

西
郷
は
、包
囲
網
を
脱
出
し
て
軍
艦
に
乗
り
、

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
上
陸
し
ロ
シ
ア
兵
の

訓
練
を
し
た
と
い
う
説
も
。
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

に
な
っ
た
と
い
う
源
義
経
同
様
、
人
気
者
な

ら
で
は
逸
話
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。

　

西
郷
五
十
一
歳
の
生
涯
。
維
新
の
功
労
者

が
な
ぜ
逆
賊
と
な
っ
て
果
て
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
か
。
新
し
い
時
代
を
読
み
取
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
の
か
。

　

も
し
西
郷
が
外
国
を
視
察
し
て
い
た
ら
西

郷
の
気
持
ち
は
変
わ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も

変
わ
ら
な
か
っ
た
か
。
兄
と
敵
対
し
た
弟
従
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